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第 87巻第 11 号予定
展望：奥田 透
特集：学会創立 90 周年記念（Ⅰ）
記念式典：創立 90 周年記念式典・行事，来賓祝辞，感謝状贈呈，記念祝賀会
記念講演：風土の「時間」をめぐる考察：ロバート キャンベル
90 周年記念大会講演会：記念シンポジウム

農業農村工学 大 ICT展示会
技術リポート

北海道支部：北海道胆振東部地震による大夕張地区の管水路の被災と対応：蒔苗英孝ほか
関東支部：都市農地における地域や環境に配慮した基盤整備：三木太貴ほか
京都支部：軟弱地盤上におけるため池堤体盛土の施工事例：髙台敦義
中国四国支部：センチピードグラスによる農地法面の草刈り作業の省力化：石田 敬ほか
九州沖縄支部：県営クリーク防災機能保全対策事業実施に伴う水質への影響：宮原 直ほか

九州北部地方で発生した 8 月の前線による大雨，および，関東地方に上陸し，千葉県などを通過した強い

台風第 15号などにより被害を受けられた方々に心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復旧を祈念して

おります。



消費税率の改定に伴う価格について

農業農村工学会では 2019 年 4 月から外税表示に変更してお

りますが，「本体価格＋税」では分かりにくいとのご意見があり

ましたので，消費税率 10％改定後の税込価格をご案内いたし

ます。

なお，別途送料等のご負担がございますので，詳細は次ペー

ジをご確認ください。

�定期刊行物 税込価格

学会誌 1冊 1,226円

論文集 会員年間購読料

名誉，正会員 8,327円

学生会員 4,400円

非会員年間購読料 16,654円

PWE誌 年間購読料

名誉，正会員 9,900円

学生会員 4,950円

※バックナンバーの販売も消費税率を10％とした販価。

�出版物の販売価格

図書は，消費税率を10％とした販価（本誌48ページ掲載の

図書目録参照）。

�別刷・その他の取扱い 税込価格

学会誌 超過ページ1ページ 11,000円

別刷 1 部 84円

別刷表紙 1 編 3,240円

論文集 掲載料

研究論文，報文，展望 33,000円

研究ノート 22,000円

筆頭者未購読加算 5,500円

筆頭者非会員加算 11,000円

J-STAGE早期公開 4,400円

超過ページ1ページ 16,500円

冊子体カラー印刷 1ページ 101,200円

�技術者継続教育機構（CPD）

CPD登録料（個人登録者の登録初年度のみ） 1,048円

CPD個人年間利用料 CPDのみ 4,191円

学会員 2,619円

CPD法人年間利用料 A区分 523,810円

B区分 314,286円

C区分 104,762円

CPD認定プログラム申請料（1研修）D区分 31,429円

CPD取得証明書代金（1通） 1,048円

農業農村工学会誌 第 87巻第 10号

Water, Land and Environ. Eng. Oct. 2019

84

894

農業農村工学会行事の計画

農業農村工学会行事について，下表のように計画しています。ふるって参加くださるよう，お待ちいたしております。

のマークは，技術者継続教育機構の認定プログラムとして認定されたもの，および認定申請中のものを表しています。

開 催 日 主 催 行 事 名 テ ー マ 開催場所 掲載号

2019 年 10 月
17，18日

中国四国支部 第 74 回講演会・第 43 回地方講習会 ―― 山口市
87 巻 5,6,7
号

2019 年 10 月
17，18日

畑地整備研究部会 第 52 回研究集会
ICT を活用した畑地農業の
展開

東京都
ほか

87巻 8,9号

2019 年
10 月 23日

北海道支部 第 35 回シンポジウム
スマート農業の実践と基盤整
備を考える

札幌市 87巻 9,10号

2019 年
10 月 24日

北海道支部 第 68 回研究発表会 ―― 札幌市 87巻 9,10号

2019 年 10 月
25日

土壌物理研究部会 第 58 回研究集会
土壌 根 植物 大気：根圏
の水・物質動態と作物モデル

つくば市 87巻 7,9号

2019 年 11 月
8日

関東支部 第 70 回支部大会 ―― 沼津市
87 巻 5,7,8
号

2019 年 11 月
12，13日

東北支部
令和元年度総会・第 61 回研究発表会・
第 51 回研修会・第 41 回地方講習会

―― 秋田市
87 巻 6,7,8
号

2019 年 11 月
13日

農村道路研究部会 第 29 回研究集会
スマート農業の普及・地域活
性化に寄与する農村道路・基
盤整備のあり方

新潟市
87巻 7,8,
10号

2019 年 11 月
14，15日

九州沖縄支部 令和元年度支部大会 ―― 大分市 87巻 4,8号

2019 年 11 月
27，28日

京都支部 第 76 回研究発表会 ―― 和歌山市 87巻 4,6号

2019 年 11 月
29，30日

水文・水環境研究
部会

第 32 回シンポジウム ――
茨城県
阿見町

87巻 9号

2019 年 12 月
7日

応用水理研究部会 令和元年度講演会 ―― 名古屋市 87巻 9号

2019 年 12 月
17，18日

農地保全研究部会 第 40 回研究集会・現地研修会
亜熱帯島嶼域における農地保
全と水環境の保全

石垣市 87巻 9,10号

2019 年
12 月 4日

北海道支部 令和元年度講習会 ―― 札幌市 87巻 10号



「送料」および「振込手数料」のご負担について（再)

宅配便や郵便の料金値上げに伴い，従来学会負担としていた

以下の「送料」および「振込手数料」について，2018 年 8 月 1

日からご購入者の負担とさせていただいております。皆様に

は，ご負担をおかけしますが，ご理解をお願いいたします。

・購入図書 1冊につき

送料200円（600円を上限とする）

ただし，代金引換の場合は送料の実費を負担いただき

ます。

会費等の「振込手数料」のご送金者（会員様等）負担について（再)

ゆうちょ銀行の手数料値上げに伴い，従来学会負担としてい

た「振込手数料」について，2019 年 4 月 1日からすべての「振

込手数料」をご送金者（会員様等）の負担とさせていただいて

おります。皆様には，ご負担をおかけしますが，ご理解をお願

いいたします。

【主な対象となる振込手数料】

① 会費

② CPDに関わる費用

「農業農村工学会学術基金」への募金のお願い

農業農村工学会は，農業農村工学の学術・技術の発展を通じ

て，わが国農業の近代化に大きく貢献できたものと自負してい

ます。しかし，昨今の日本農業はかつてない厳しい環境におか

れ，農業農村工学の役割も従来に増して一層重要なものとな

り，東南アジアをはじめとして全世界的な展開が望まれる状況

になっています。

そのためには，若い世代の育成，新たな技術の開発や国際交

流の進展が図られなければなりません。学会は，これら諸活動

に資するものとして，平成 3 年 4 月に学術基金を創設し，これ

に上野賞基金や冨士岡研究奨励基金を統合し，さらに法人・個

人有志からの拠出金等をもってこの基金に充てることとしてお

ります。

つきましては，会員各位からの多くのご支援をいただきた

く，お願い申し上げます。

なお，この学術基金は今後，学生会員のインターンシップの

助成にも対象を拡げる予定です。

個人会員一口 5,000円（何口でも可）

法人会員一口 50,000円（何口でも可）

送金方法 銀行振込および郵便振替でお願いいたします。

銀行：みずほ銀行新橋支店

普通預金 No.1569058

口座名 （社)農業農村工学会学術基金

郵便振替：00140-2-54031

加入者名 農業農村工学会学術基金

学生会員入会時の特典について

農業農村工学会では，将来を担う若い方達が早くから学会活

動に参加することを通じて，よりよく社会に貢献できる環境づ

くりを目指しています。その一環として，学生の方々が少しで

も入会しやすいように，学生会員入会特典を設けております。

これから学生会員として入会をお考えの学生の皆様，是非ご

利用ください。

①ハンドブック3点セット

（ハンドブック＋用語事典＋初年度会費）

学部生 17,000円（15,750円）

大学院生 19,500円（16,750円）

②必携3点セット

（必携＋用語事典＋初年度会費）

学部生 7,000円（5,750円）

大学院生 10,000円（7,250円）

③2点セット

（用語事典＋初年度会費）

学部生 5,000円（3,750円）

大学院生 8,000円（5,250円）

（ ）内の金額は，10 月 1日以降（半期）入会の場合。

なお，用語事典を購入した学生会員に限り，用語事典の内容

をスマートフォンなどで閲覧可能なサービスを後日提供する予

定です。

ハンドブック：改訂七版農業農村工学ハンドブック

必携：資格試験のための農業農村工学必携（第二版）

用語事典：改訂 6版 農業農村工学標準用語事典

問合せ先 （公社)農業農村工学会 図書係

E-mail：suido@jsidre.or.jp
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2020 年度農業農村工学会賞候補の推薦について（再)

2020 年度の農業農村工学会賞（上野賞，沢田賞を除く）を，

本学会誌第 87巻第 6号 68〜69ページ掲載の募集要項に則っ

て，推薦書によりご推薦ください。

締切は，2019 年 10 月末日です。推薦書様式および授賞規程

は学会ホームページ（http://www.jsidre.or.jp/format/）を

ご参照ください。

「CPD技術者サポート票」無料ダウンロードサービスの開始について（再)

農業農村工学会技術者継続教育機構では，技術者自身が

CPD登録期間中の「認定ポイント」，「取得ポイント」，「過年度

の研鑚履歴のトレンドをグラフ化した情報」などを確認し，目

指す専門分野の技術力向上や資格取得に向けて効率よく研鑚が

できるよう，2019 年 3 月 18日から「CPD技術者サポート票」

（Excelファイル）の無料ダウンロードサービスを開始しまし

た。ご利用手順などについては当機構ホームページの「お知ら

せ一覧」をご参照ください。

http://www.jsidre.or.jp/wordpress/wp-content/uploads/

2019/03/CPD_engineersupport_190320.pdf

学会誌掲載報文等によるCPD通信教育の参加者募集‼

農業農村工学会では，学会員であり，かつ技術者継続教育機

構のCPD個人登録者の方が CPD単位を在宅のまま取得でき

る方法として，平成 17 年 10号から農業農村工学会誌「水土の

知」誌上で「CPD 通信教育」を実施しています。学会員であ

り，かつCPD個人登録者は，どなたでも無料で参加すること

ができ，通信教育分【ac】として年間最大24 cpd を取得する大

きなチャンスとなっています。この機会に，是非 CPD 通信教

育へご参加ください。

なお，解答内容については技術者倫理に則り，自らの責任で

送信してください。

1. 参加資格

農業農村工学会の個人会員であり，かつ技術者継続教育機構

のCPD個人登録者

2. 出題内容と出題方法

3カ月前に発行された農業農村工学会誌に掲載された報文等

の事実的内容から，択一式で毎月10問を出題

3. 解答方法

Web画面に正解と思う番号を入力し，送信（事前にWeb利

用登録が必要）

4. 解答期限

問題掲載号の月から翌月末日まで

（例：学会誌9号掲載の問題は 10 月末日が解答期限）

5. 取得できるCPD単位

10問正解で2 cpd を，7〜9問正解で1.5 cpd を自動登録

（正解数6問以下の場合は CPD単位の付与はされません。）

6. 自動登録の時期

取得した CPD単位は，解答期限最終日の翌月初旬に自動登

録されます。

「水土の知（農業農村工学会誌）」への投稿お待ちしております！

自主投稿原稿の募集

小特集以外の自主投稿も歓迎いたします。投稿の際には，農

業農村工学会ホームページ（http: //www.jsidre.or.jp/

journal/）に掲載の「農業農村工学会誌投稿要項」，「農業農村工

学会誌原稿執筆の手引き」を熟読の上，ご投稿ください。

学会誌第 87，88 巻の小特集のテーマ

小 特 集 テ ー マ
要 旨 締 切

（A 4判 1,500字以内）

第 87巻第 11号 学会創立 90 周年記念 I（仮） ――

12号 学会創立 90 周年記念 II（仮） ――

第 88巻 1号 農業農村工学におけるソフトウェアの開発と利用（仮） 終了

2号 東日本大震災からの復旧・復興（仮） 終了

3号 新規就農者の可能性とそのための課題や取組み（仮） 終了

4号 農業農村工学分野における JABEE認定プログラムの持続可能性と課題（仮） 10 月 15日

5号 Society 5.0 に向かう農業農村工学（仮） 11 月 10日

6号 農業水利施設の補修工法選定上の課題（仮） 12 月 10日
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今後取り上げてほしい小特集のテーマについても，広く募集

しておりますので，学会誌企画・編集委員会あてにお寄せくだ

さい。なお，小特集テーマが仮題となっているものは，予告な

く変更することがございます。

採用された原稿の分量は，刷上り4ページとなっております

ので，ご執筆の際には厳守いただきますよう，お願いいたします｡

送付先 〒105-0004 東京都港区新橋 5-34-4

（公社)農業農村工学会

農業農村工学会誌企画・編集委員会あて

TEL：03-3436-3418 FAX：03-3435-8494

E-mail：henshu@jsidre.or.jp

第88巻第 4号テーマ「農業農村工学分野におけるJABEE認定プログラムの持続可能性と課題」（仮）

農業農村工学（農業土木）分野では，学生に対する技術者教

育支援のためのツールとして，いくつかの大学教育機関で

JABEE認定プログラムが設定されてきています。

JABEE では技術者教育の質の保証を目的に，JABEEが認

定したプログラム修了生が学習・教育到達目標を達成している

ことを社会に公表し，教育機関側には優れた教育方法の導入を

促進し，技術者教育の継続的な発展の動機付けをしています。

また，プログラム修了生が身に着けているべき知能と能力およ

びその水準を9つの項目で規定しており，科学・技術の知識だ

けでなく，社会の要求を解決するためのデザイン能力，コミュ

ニケーション能力，チームワーク能力，技術者倫理など，世界

の技術系高等教育の標準となる能力の教育が行われていること

を要求しています。ただし，教育手段は教育機関側の創意工夫

にゆだねられており，プログラムの独自性や多様性が尊重され

ています。

JABEEはワシントン協定に加盟していることから，認定プ

ログラムは国際的同等性を担保し，教育改善の効果が高い一

方，近年はJABEE認定プログラムの数が減少傾向と言われて

います。農業農村工学分野でも，近年 JABEE認定プログラム

を取りやめる事例が存在します。

その原因には，JABEEプログラムを維持するための負担が

大きいことやプログラムの認知度の低さといったJABEEの抱

える問題点に加え，売り手市場の就活環境の中で JABEEとい

う資格を大学で取得するメリットが薄れたこと，教育機関の組

織改編が頻繁に行われる中で JABEEプログラムが足かせにな

りえること，大学教員の定員削減でプログラムの質保証が担保

できなくなること，予算の減少で新規・継続審査が困難になる

こと，など数多くの事由が挙げられます。それらの結果として

認定プログラム維持体制の確保・継続が困難になってきている

と考えられます。

本小特集では，農業農村工学分野における JABEE認定プロ

グラムの必要性やメリット，大学においてプログラムの維持が

困難な理由や問題点，そして今後もプログラムを継続するため

に必要な視点・方向性や要望について，大学の教育現場を知る

関係者を中心に広く報文を募集いたします。

第 88巻第 5号テーマ「Society 5.0 に向かう農業農村工学」（仮）

Society 5.0 とは，狩猟社会（Society 1.0），農耕社会

（Society 2.0），工業社会（Society 3.0），情報社会（Society

4.0）に続く，新たな社会を指すもので，第5期科学技術基本計

画においてわが国が目指すべき未来社会の姿として3年ほど前

に提唱されました。Society 5.0 の基本的なコンセプトはサイ

バー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に

融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の解決を両

立する人間中心の社会と定義されています。

政府が 2019 年 6 月 21日に閣議決定した「経済財政運営と改

革の基本方針 2019」（骨太方針）の副題は，「『令和』新時代：

『Society 5.0』への挑戦」であり，Society 5.0 の実現に向けた

流れが各方面で加速しています。農業農村工学会誌において

も，これまでの小特集で，IoT，ICT の導入事例やソフトウェ

ア開発などの個別技術についてさまざまな取組みを紹介してい

ます。また，自動運転農機が実用化の段階に達するなど，周辺

分野でもさまざまな技術革新が起こっています。

このような動きに対応して，農業農村工学の技術者・研究者

として求められる役割やあるべき姿が急速に変化していくこと

が考えられます。たとえば，Society 5.0 のための農業農村イ

ンフラはこれまでの時代のものとは大きく異なるはずです。

そこで，本特集では，Society 5.0 に向けた農業農村工学の先

進的な取組み，今後の展望などについて紹介・解説する報文を

広く募集し，情報交換の場といたします。

第 88巻第 6号テーマ「農業水利施設の補修工法選定上の課題」（仮）

農業水利施設に対してストックマネジメントの導入が鋭意進

められてきています。特に重要となるのが，営々と築き上げら

れてきた各種農業水利ストックの長寿命化であり，縮小するわ

が国の社会・経済状況に応じた適切な維持管理をもとに，良い

ものをできるだけ長く利用する，というコンセプトを実現する

ために必要となります。

長寿命化を支える対策技術のひとつに構造物に対する補修工

法があります。農業水利施設の特徴を反映した各種基準，品質

規格やマニュアルの整備がひととおり完了し，これらを用いた

適用事例も増えました。一方で，想定よりも早く再劣化が生じ
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る事例や，その結果再度の補修が必要になった事例なども散見

されます。この原因としては，選定した補修材料や補修工法

と，施工条件や供用環境条件などの適用性に起因するものが多

いと考えられます。しかし，こういった事例はあまり多く開示

されることはありません。

工学が実学である以上，失敗をどれだけ活
い

かし，学ぶことが

できるか，にかかっていると言っても過言ではありません。失

敗を繰り返さないためには，予期せぬ結果に至った原因を究明

し活かすことにこそ，学術の発展があります。

上の視点に立ち，本小特集では，単なる補修事例の報告でな

く，対策工法への取組みから得られた知見や技術的課題を共有

すること，基準やマニュアル等の改善のポイント・方針の提案

などを，技術者・研究者・行政などのさまざまな立場からご紹

介いただくことを目的とします。学会誌「水土の知」掲載の報

文として広く皆様から原稿を募集いたします。

国際ジャーナル「Paddy and Water Environment」への投稿のお願いと

2018 年 7月から 2020 年 6月までの編集事務局について

国際水田・水環境工学会（International Society of Paddy

and Water Environment Engineering：PAWEES）では，機

関誌として国際ジャーナル「Paddy and Water Environment」

を発行しています。

本ジャーナルは，モンスーンアジア諸国の水田農業工学に関

わる研究論文，技術論文が多数掲載されていますので，研究者

のみならず，各種事業に携わる技術者にとっても貴重な学術情

報誌です。また，2017 年のインパクトファクター（IF）は過去

最高の1.379 となり，国際ジャーナル誌としての位置づけがま

すます向上しています。

水田農業における土地，水，施設および環境に関する科学と

技術の発展への貢献を目的としており，掲載論文の分野は，次

のように幅広い内容となっています。

① 灌漑（水配分管理，水収支，灌漑施設，栽培管理）

② 排水（排水管理，排水施設）

③ 土壌保全（土壌改良，土壌物理）

④ 水資源保全（水源開発，水文）

⑤ 水田の多面的機能（洪水調節，地下水涵養など）

⑥ 生態系の保全（水生，陸生動植物の生態系）

⑦ 水利施設と減災・防災（施設管理，地すべり，気候変動，

災害防止など）

⑧ 地域計画（農村計画，土地利用計画など）

⑨ バイオ環境システム（水田農業と水環境，土壌環境，気

象環境）

⑩ 水田の多目的利用（田畑転換，施設園芸）

⑪ 農業政策（農村振興，条件不利地の支援策など）

また，世界 11カ国からEditor（19名）を選出することによ

り，国際ジャーナルとしての質を高める編集体制とし，さらに

国際的な流通を考慮して，国際出版社として著名な Springer

社からの刊行です。掲載論文は，Review，Article，Technical

Report およびShort Communication の 4種類です。

一方，2018 年 7 月から，新たな編集体制をスタートさせまし

た。詳細は以下のとおりです。

編集体制

・Editor-in-Chief：Dr. Takao MASUMOTO（Japan）

Faculty of Bioresource Science, Akita Prefectural

University, Akita, Japan

・Associate Editors-in-Chief

Dr. Seong-Joon Kim

Konkuk University, Korea

Dr. Chen-Wuing Liu

National Taiwan University, Taiwan, ROC

・Editors 11カ国から19名

・Editorial Advisors 29名

・Chief Managing Editor

Dr. Kimihito NAKAMURA

Graduate School of Agriculture, Kyoto University, Japan

・Managing Editors

Dr. Eunmi Hong

Kangwon National University, Korea

Dr. Inhong SONG

Department of Landscape Architecture and Rural

Systems Engineering, Seoul National University, Korea

Dr. Chihhao FAN

Department of Bioenvironmental Systems Engineering,

National Taiwan University, Rep. of China

Dr. Kuo-Wei LIAO

Department of Bioenvironmental Systems Engineering,

National Taiwan University, Rep. of China

Dr. Hiroshi IKEURA

Rural Development Division, Japan International

Research Center for Agricultural Science（JIRCAS），

Japan

Dr. Andrew WHITAKER

Graduate School of Science and Technology, Niigata

University, Japan

編集事務局（2018 年 7月から 2020 年 6月まで）

・Dr. Kimihito NAKAMURA

Graduate School of Agriculture, Kyoto University, Japan

Oiwake-cho, Kitashirakawa, Sakyo-ku, Kyoto 606-8502,

JAPAN

TEL：+ 81-75-753-6156
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FAX：+ 81-75-753-6476

E-mail：nakamura@kais.kyoto-u.ac.jp

投稿先：オンライン投稿（http://pawe.edmgr.com/）になり

ます。

投稿資格：筆者が農業農村工学会員でPWE誌の購読者である

こと。

投稿要領等：http://pawe.edmgr.com/に詳細を記載してい

ます。

発行スケジュール：年4回（オンラインジャーナル）

購読料：正会員・名誉会員9,000円＋税

学生会員（院生含む）4,500円＋税

非会員の方は購読できません。購読を希望される方は，まず

農業農村工学会にご入会の上，お申し込みください。

なお，オンラインジャーナルへの完全移行に伴い，2016 年度

からの購読はパスワードによるWeb上での閲覧になっていま

す。冊子体の配布はありません。

申込先：農業農村工学会事務局（suido@jsidre.or.jp）まで会

員番号を明記の上，お申し込みください。

第 35回北海道支部シンポジウムの開催について（第 2報)

技術者継続教育機構認定プログラム申請中

1. 日 時

令和元年10 月 23日（水） 9：30〜16：30

2. 会 場

札幌市・北海道大学学術交流会館 講堂

（札幌市北区北8条西 5丁目・北大正門すぐ）

3. テーマ 「スマート農業の実践と基盤整備を考える」

土地利用型農業は農家戸数の減少や生産者の高齢化等の問題

に直面しており，生産性を維持するためにさらなる労働生産性

の向上が必要であり，栽培作業における省力化や農地管理にお

ける高度化に関する技術開発が求められている。ロボットトラ

クタの導入，ICTによる水管理，気象や生育情報の利活用等の

いわゆるスマート農業技術の適応であり，いくつかの地域で積

極的に導入され実践されてきている。またスマート農業導入に

より，その効果を高めるためには基盤整備における新たな取組

みが必要となっている。そこで，スマート農業技術の適応性や

特徴について学習し，対応した農業農村整備事業のあり方につ

いて検討する場を企画した。会員諸氏の今後の活動の参考にな

れば幸いである。

4. プログラム

9：45〜10：45

大規模稲作経営体の生産技術管理 圃場区画，圃場集積等

の条件が管理に及ぼす影響

千葉県農林水産部農林総合研究センター 鶴岡康夫

10：45〜11：30

国営農地再編整備事業の推進とスマート農業の展開

北海道開発局農業水産部農業整備課 畔津知朗

12：30〜13：00

自動走行農機等に対応した農地整備の手引き

農林水産省農村振興局農地資源課 山崎耕司

13：00〜14：00

農機具メーカーによる取組 ロボットトラクタ技術，機

械・営農情報等のクラウド化など

井関農機(株)先端技術部 高橋 努

(株)クボタ研究開発本部 臼井克也

ヤンマーアグリ(株)先行開発部 黒田晃史

14：15〜15：00

情報通信技術・基盤整備による稲作水管理省力化の取組

農研機構農村工学研究部門農地基盤工学研究領域

坂田 賢

15：00〜15：45

現場生まれの空から診る精密農業 圃場管理の省力化・生

産性向上の実現

国際航業(株)センシング事業部 鎌形哲稔

15：45〜16：30

総合討論

5. 参加申込み

下記様式により，E-mail，FAXまたは郵送にてお申込みく

ださい。

参加申込締切は令和元年10 月 11日（金）です。

【申込様式】

所属機関

同上所在地

申込代表者 TEL

氏 名 所 属 備 考

6. 参加申込先

〒060-8589 北海道大学大学院農学研究院内

農業農村工学会北海道支部事務局

担当：柏木淳一 E-mail：kashi@env.agr.hokudai.ac.jp

TEL：011-706-3641 FAX：011-706-2494

7. 参加費用 2,000円（当日会場にて申し受けます。）
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令和元年度北海道支部講習会の開催について（第 1報)

技術者継続教育プログラム認定申請中

北海道支部では以下のテーマで講習会を開催します。多数の

ご参加をお待ちしております。

1. 日 時 令和元年12 月 4日（水）

2. 会 場 札幌市・北海道大学学術交流会館 講堂

（札幌市北区北8条西 5丁目・北大正門すぐ）

3. テーマ

・土地改良事業計画設計基準 計画「排水」改定について

・農業用ため池の管理及び保全に関する法律について

・「UAVを活用した機能診断マニュアル（案）」について

4. 問合せ先

〒060-8589 北海道大学大学院農学研究院内

農業農村工学会北海道支部事務局

担当：柏木淳一 E-mai：kashi@env.agr.hokudai.ac.jp

5. その他

詳細が確定しだい，農業農村工学会北海道支部ホームページ

に掲載しますので，どうぞご参照下さい。

http://www.agr.hokudai.ac.jp/nougyoudoboku/hokkaido-

shibu/TOP.html

第 29回農村道路研究部会・研究集会の開催について（第 3報)

技術者継続教育機構認定プログラム申請中

1. テーマ

スマート農業の普及・地域活性化に寄与する農村道路・基盤

整備のあり方

2. 開催目的

現在，スマート農業に関する普及・地域活性化策が各地で検

討されている。本年度の研究集会では，スマート農業先進地で

ある新潟市において，その概要を紹介するとともに農村道路整

備のスマート農業への寄与を明らかにし，今後の方向性を議論

する。

3. 場 所

新潟大学 駅南キャンパスときめいと・講義室A

〒950-0911 新潟県新潟市中央区笹口 1-1プラーカ 1・2階

TEL：025-248-8141 FAX：025-248-8144

E-mail：tokimate@adm.niigata-u.ac.jp

URL：https://www.niigata-u.ac.jp/university/facility/

tokimate/

4. 開催日 2019 年 11 月 13日（水）

5. 講習会詳細

10：00〜10：10 開会式

10：10〜10：40 招待講演

「スマート農業の普及・地域活性化に寄与する農村道路等

について（仮）」

農林水産省農村振興局整備部地域整備課課長補佐 空 周一

10：40〜11：10 招待講演

「スマート農業の展開に資する画像解析技術の活用につい

て」 北里大学獣医学部 島本由麻

11：10〜11：25 一般講演

「ラウンドアバウト普及促進に向けて〈田上あじさい交差

点〉（仮）」 エヌシーイー(株)道路部 本名正人

11：25〜11：40 一般講演

行政関係者（後日詳細掲載)

11：40〜12：00 現地研修・概要説明

新潟県農地部 片野 海

12：00〜12：30 昼食（駅南キャンパスときめいと）

移動

13：00〜13：15 現地①グリズリーアンダー材施工農道

13：20〜14：30 現地②スマート農業実証プロジェクト・デ

モ実演

（雨天時：(株)新潟クボタ 新潟中央サー

ビスセンター内で研修）

15：10 新潟空港

15：40 JR新潟駅

解散

6. 参加費 5,000円（テキスト代，現地研修代含む）

当日，受付にて徴収させていただきます。

7. 参加方法

以下の項目をご記入の上，FAXもしくは E-mail にてお申し

込みください。その際，表題欄には「農村道路研究部会・研究

集会への参加申込」と明記してください。

①参加者氏名，②所属機関名，③所在地，④TEL，FAX，

E-mailアドレス，⑤弁当（代金1,000円）予約注文希望の有・

無，⑥ CPD個人登録者番号（登録希望の方）

8. 申込み・問合せ先

〒034-8628 青森県十和田市東二十三番町 35-1

北里大学獣医学部気付 農村道路研究部会事務局

申込受付担当：島本由麻

E-mail：simamoto@vmas.kitasato-u.ac.jp

9. 申込締切 2019 年 11 月 1日（金）

10. 宿 泊 各自で手配してくださいますようお願いいたし

ます。
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令和元年度材料施工研究部会研究奨励賞候補の推薦について

材料施工研究部会では，平成 15 年 2 月発刊の図書「建設材

料 地域環境の創造 」の出版記念行事の一環として「研究奨

励基金」を設け，材料施工関連分野の新たな発展に寄与するこ

とが期待できる優れた研究成果をあげた学会員を表彰いたしま

す。令和元年度農業農村工学会材料施工研究部会研究奨励賞の

候補を下記の要領で公募いたしますので，会員各位には自薦ま

たは他薦による応募をお願いいたします。

なお，過去の受賞者は本部会ホームページ（http://www.

jsidre.or.jp/zaiseko/）をご参照ください。

令和元年度農業農村工学会材料施工研究部会研究奨励賞

募集要領

1. 受賞対象者

本研究奨励賞は，農業農村工学の材料施工関連分野において

優れた研究成果をあげた者に与えられる。

1.1 対象研究業績

当該前年度または前々年度に発行された農業農村工学会

論文集および学会誌，農業農村工学会大会講演会，材料施工

部会シンポジウムの材料施工関連分野で発表された研究で

あること。

（1） 研究成果が材料施工関連分野の新たな発展に寄与す

ることが期待できること。

（2） 材料施工関連分野とは，材料，施工，応用力学および

土質力学を指す。

1.2 受賞対象者の資格

（1） 農業農村工学会の正会員または学生会員であること。

（2） 対象となる研究業績の主体者でかつ発表者または第

一著者であること。

（3） 既受賞者は 3 年間選考対象から除く。

2. 応募資料

（1） 推薦書

本部会ホームページの奨励賞推薦書（http://www.

jsidre.or.jp/zaiseko_suisen/）から推薦書ファイル

（zaiseko_prize-form.doc）をダウンロードし，必要事項

を記入すること。推薦書は 1ページ以内にまとめること。

（2） 対象となる研究業績の別刷り

※（1），（2）いずれも PDFを下記部会長宛に送信すること。

3. 応募締切 令和元年11 月 29日（金）

4. 応募先・問合せ先

〒790-8566 愛媛県松山市樽味 3-5-7

材料施工研究部会 部会長 小林範之

TEL：089-946-9929

5. 審 査

農業農村工学会材料施工研究部会研究奨励賞選考委員会が審

査し，幹事会により決定する。

審査結果は，別途受賞者に通知する。

6. 表 彰

受賞者には，令和2年に開催予定の本研究部会シンポジウム

において表彰するとともに副賞を授与する。また，表彰の結果

は部会報などで公表する。

農地保全研究部会第 40回研究集会および現地研修会の開催について（第 2報)

技術者継続教育機構認定プログラム申請中

農地保全研究部会は，農地保全に関する基礎的な研究と応用

に関する総合的な研究を行うことにより，農業農村工学分野の

学術・技術の振興と社会の発展に寄与することを目的としてい

ます。本年度は「亜熱帯島嶼域における農地保全と水環境の保

全」をテーマとして，亜熱帯島嶼地域の農村農地の整備・保全

と水環境の保全等の取組み事例紹介や学術報告と討論を通じ，

参加者の知見を広げ，今後の農村農地の整備・保全と水環境の

保全に係る教育，研究，行政施策等の展開につながることを期

待して，講演・総合討論を行います。

1. 主 催 農業農村工学会農地保全研究部会

2. 後 援（予定） 内閣府沖縄総合事務局，沖縄県，水土里

ネットおきなわ，琉球大学

3. 日 時（予定）

（1） 研究集会 令和元年12 月 17日（火）13：00〜17：00

（2） 情報交換会 令和元年12 月 17日（火）18：00〜20：30

（3） 現地研修会 令和元年12 月 18日（水） 9：00〜15：00

4. 場 所

（1） 研究集会：沖縄県八重山合同庁舎 講堂（石垣市）

（2） 情報交換会：南の美ら花 ホテルミヤヒラ（石垣市）

（3） 現地研修会：国営かんがい排水事業石垣島地区エリア

（石垣市）

5. 研究集会テーマ

亜熱帯島嶼域における農地保全と水環境の保全

6. 研究集会プログラム（案）

基調講演1 農地保全と水環境の保全に資する赤土流出防止

対策（仮）

農林水産省農業用水対策室長 山田美紀

基調講演2 タイトル調整中

琉球大学農学部教授 中村真也

一般講演4題

基調講演／講演を踏まえた総合討論
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7. 参加申込み

（1） 参加申込み

参加申込みは，(株)日本旅行沖縄を通じて行います。農業

農村工学会ホームページ内の農地保全研究部会の「農地保全

研究部会第 40 回研究集会・現地研修会の開催について」に

アクセスし，(株)日本旅行沖縄研究集会申込み専用サイトか

らお申込みください。

（2） 申込期限 令和元年12 月 6日（金）

（3） 参加費等 研究発表会 2,000円

情報交換会 6,000円程度

現地研修会 4,000円程度

8. 開催地事務局

農地保全研究部会第40 回研究集会・現地研修会運営事務局

〒903-0213 沖縄県中頭郡西原町字千原 1番地

琉球大学農学部 担当：中村，木村

E-mail：s-kimura@agr.u-ryukyu.ac.jp

TEL：098-895-8788

9. その他

農地保全研究部会ホームページ（http://www.jsidro.or.

jp/nouchihozen/）も併せてご確認ください。

ARICセミナー〜未来を拓く農業農村整備（ICTの活用など）〜の開催について

技術者継続教育機構認定プログラム申請中

近年の情報技術の進展を踏まえ，農業農村整備にかかるシス

テム開発，データ処理および新技術等の情報発信に関する取組

みを推進することが必要となっています。

このため，農業農村整備に関連する新技術等の開発・ICT技

術の推進，AI の活用など，農業農村整備における今後の展開に

ついて，技術開発や活用に直接携わる方々を講師に迎え，

ARIC セミナーを開催します。

1. 主 催 (一社)農業農村整備情報総合センター

後 援 農林水産省（予定），農研機構農村工学研究部門，

農業農村工学会ほか

2. 期 日 2019 年 11 月 14日（木）13：00〜17：00

3. 場 所 秋葉原UDXシアター

〒101-0021 千代田区外神田4-14-1

秋葉原UDX 4階

4. 講演内容

基調講演

「農業農村整備の新たな展開と新技術」

熊本大学特任教授 渡邉紹裕

「農業農村整備における情報化施工について」

農林水産省農村振興局設計課室長 武井一郎

「自動走行農機と基盤整備との関わりについて」

農研機構農村工学研究部門領域長 原口暢朗

「農業とAI について」

農研機構農業情報研究センター上級研究員 藤岡宏樹

「クボタのスマート農業への取り組み」

(株)クボタ 水環境営業推進部KSIS 推進室長 末吉康則

「生産現場におけるデータ活用の事例」

農業ジャーナリスト 窪田新之助

5. 参加費 無料

6. 参加申込み・問合せ先

(一社)農業農村整備情報総合センター

〒103-0006 東京都中央区日本橋富沢町 10-16

MY ARK 日本橋ビル2階 総務部内（北野，地主）

TEL：03-5695-7170 FAX：03-3664-2100

E-mail：2019seminar@aric.or.jp

第 7回アジアバイオマス科学会議の開催について

地球温暖化防止と資源循環型社会の構築に向けて，持続可能

なバイオマス利活用の重要性がますます高まっています。さま

ざまなバイオマス資源に恵まれたアジア，特に東南アジア諸国

では食料と競合しない未利用バイオマスのエネルギー・マテリ

アルなどへの転換利用は化石資源代替と環境保全の点からも喫

緊の課題です。このような観点から日本エネルギー学会バイオ

マス部会が主導して，アジア諸国のバイオマス資源の有効利用

等に関して学術的に議論することを目的とした国際会議とし

て，アジアバイオマス科学会議が 2013 年度から開催されてい

ます。国内外ですでに6回開催され，今年は 12 月 10日に第7

回アジアバイオマス科学会議が郡山市で開催されます。

詳しくは，第7回アジアバイオマス科学会議のホームページ

（https://www.jie.or.jp/publics/index/703/)をご覧ください｡

1. 主 催 (一社)日本ネネルギー学会バイオマス部会

共 催 アジアバイオマス協議会（予定）

後 援 福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会ほ

か3団体（予定）

協 賛 農業農村工学会ほか22 学協会（予定）

2. 日 時 2019 年 12 月 10日（火）

3. 会 場 郡山市中央公民館

〒963-8876 福島県郡山市麓山 1-8-4

4. 問合せ先

(一社)日本エネルギー学会

「アジアバイオマス科学会議」係

〒101-0021 東京都千代田区外神田6-16-9

外神田千代田ビル4階
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TEL：03-3834-6456 FAX：03-3834-6458 E-mail：acbs2019@jie.or.jp

第 15回バイオマス科学会議の開催について

第 15 回バイオマス科学会議は 12 月に福島県郡山市で開催

されます。2030 年以降の主力電源化に向けて導入拡大が進ん

でいる再生可能エネルギーにおけるバイオマスの役割につい

て，意見交換や議論が期待されます。バイオマス科学会議はバ

イオマス利活用に関する総合科学会議で，バイオマスエネル

ギーだけでなくマテリアル利用，資源の収集，バイオマス産業

評価，地域活性化，バイオエコノミー政策などのトピックスに

ついて，工学，農学，環境学，経済学などのあらゆる分野の研

究者や自治体関係者が集う場です。

詳しくは，第15回バイオマス科学会議のホームページ（https:

//www.jie.or.jp/publics/index/676/）をご覧ください。

1. 主 催 (一社)日本ネネルギー学会バイオマス部会

後 援 福島県再生可能エネルギー関連産業推進研究会ほ

か3団体（予定）

協 賛 農業農村工学会ほか21 学協会（予定）

2. 日 時 2019 年 12 月 11日（水），12日（木）

テクニカルツアー 12 月 13日（金）

3. 会 場 郡山市中央公民館

〒963-8876 福島県郡山市麓山 1-8-4

4. 問合せ先

(一社)日本エネルギー学会

「第15 回バイオマス科学会議」係

〒101-0021 東京都千代田区外神田6-16-9

外神田千代田ビル4階

TEL：03-3834-6456 FAX：03-3834-6458

E-mail：bio15sanka@jie.or.jp

20 th Annual Conference of ILASS-Asia（第 20回アジア微粒化会議)・

第 28回微粒化シンポジウムの開催について

1. 主 催 日本液体微粒化学会・日本エネルギー学会・

ILASS-Asia

協 賛 農業農村工学会ほか32 学協会（予定）

後 援 山口大学工学部

2. 趣 旨

微粒化技術は，エネルギー機器・粉体製造・医薬・農薬・食

品・塗装・環境制御など，広く利用されているため，その重要

性はますます高まっています。本シンポジウムは，多方面から

の研究者・技術者が集まり，研究成果や研究開発中に生じた問

題点や解決策の報告をとおして，産官学が一体となって微粒化

技術の新しい展開を図ることを目的としています。

3. 日 程

20 th Annual Conference of ILASS-Asia

2019 年 12 月 21日（土）〜22日（日）

第28 回微粒化シンポジウム

2019 年 12 月 22日（日）〜23日（月）

4. 会 場

山口大学常盤キャンパス

〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2-16-1

5. 内 容

一般講演，特別講演，技術懇談会および微粒化関連の機器展

示とカタログ展示などを企画しております。

6. 参加申込み

参加申込み等の詳細は日本液体微粒化学会ホームページ

（http://www.ilass-japan.gr.jp/activity/sympo_index.php）

をご覧ください。農業農村工学会の会員は「協賛学会」に

チェックをつけてご登録ください。

7. 参加担当事務局

〒755-8611 山口県宇部市常盤台 2-16-1

山口大学大学院創成科学研究科機械工学系専攻

「20th Annual Conference of ILASS-Asia&第 28 回微粒化

シンポジウム」

参加担当幹事：瀬尾健彦
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